
第１章 総 則

第１条 本会は福島大学人文社会学群人間発達文化学類学生会と称し事務所を福島市金谷川１福島大

学内におく｡

第２条 本会は学生の ｢大人｣ として, ｢大学生｣ としての意識向上のために貢献し, 学内における

学生主体の活動の支援と学生生活の向上を図ることを目的とする｡

第３条 本会は本会第２条の目的を達成するために次の活動をなす｡

１ サークル活動援助に関すること｡

２ 大学祭, 新入生歓迎活動などの学生主催による行事に関すること｡

３ 大学新聞などの公の場所で自由に意見発表できる機会の設置に関すること｡

４ 学生個人の自主的学習活動援助に関すること｡

５ 学外諸団体との, 加盟・提携・連絡・交渉に関すること｡

６ その他本会運営に関すること｡

第２章 会 員

第４条 本会は福島大学人文社会学群人間発達文化学類 (現代教養コース生を含む) 学生全員を以て

組織し入学と同時に会員となる｡

第５条 本会の会員は次の権利を有する｡

１ 本会の各組織の役員選挙権並びにリコール要求権｡

２ 本会のあらゆる活動に自由に参加し自由に意見を述べること｡

３ 本会に備える一切の文書記録を閲読すること｡

４ 学生総会に出席し議決に参加すること｡

５ 学長・学部長選挙の投票に参加すること｡

第６条 本会の会員は次の義務を有する｡

１ 学内の施設を粗暴に扱わないこと｡

２ 社会的常識を逸脱しないこと｡

３ 学生総会またはそれに準ずる機関の決定に従うこと｡

第３章 機関およびその権限

第７条 本会は第２条に示した目的を達成するため次の機関をおく｡

１ 学生総会

２ 執行委員会

３ 評議委員会

４ 選挙管理委員会

５ 学生生活向上委員会 (クラス代表者会議)
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第４章 学 生 総 会

第８条 学生総会は本会の最高議決機関であって全人間発達文化学類生 (現代教養コース生を含む)

の７分の１以上の数によって成立しその議決は出席会員の多数決による｡ 但し出席不可能なる者は

議長に委任状を提出し議決権は総会の決定に従う｡ 委任状は定足数の３分の１を越えないものとす

る｡

第９条 学生総会において次のことを審議する｡

１ 学生会執行委員会の活動方針に関すること｡

２ 執行委員会及び学内団体 (サークルを含む) の予算・決算に関すること｡

３ 執行委員, 評議員選挙に関すること｡

４ その他必要な事項｡

第10条 学生総会は次の場合委員長が招集しなければならない｡

１ 定期総会 (年１回)

２ 臨時総会

� 委員長が必要と認めた場合｡

� 全会員の７分の１以上の同意署名による要求があった場合｡

� 評議委員会の要求があった場合｡

第11条 学生総会運営に関する規定は, 別に定める｡

第５章 執行委員会

第12条 執行委員会は学生の自主的活動を尊重すると共に学生の立場を代表し, かつ学生生活に関し

て大学または学部との連携・協議の任にあたる｡

第13条 執行委員会は次の役員によって構成される｡

委 員 長 １名

副委員長 １名

執行委員 ８名程度 以上 ｢三役｣

準執行委員 若干名

第14条 役員は立侯補制をとり別に定める選挙規定により選出される｡

第15条 役員の任務は次の通りである｡

１ 委負長は本会の業務を統率しこれを代表する｡

２ 副委員長は委員長を補佐する｡

３ 委員長・副委員長は学生会の業務・方針について審議し, これを執行委員会で提案する｡

４ 準執行委員は執行委員会の業務を補助する｡

５ 三役会議は委員長・副委員長・執行委員のうち１名が必要と認めた場合に招集される｡

第16条 執行委員の責任は連帯責任とする｡

第17条 役員の任期は役員選挙が終了した次の日から１年とする｡

第18条 執行委員会は次の場合に委員長が招集しなければならない｡

１ 定例会 (週１回)

２ 臨時会

� 委員長が必要と認めた場合
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� 執行委員会委員の３分の１が必要と認めた場合

� 評議委員会委員の３分の１が必要と認めた場合

第19条 執行委員会の権限並びに責任は次の通りである｡

１ 学生総会議決事項の執行

２ 学生総会の議案作成並びに告示

３ 本規約の修正変更の原案の作成

４ 学内団体並びに学外との連絡協議

第20条 執行委員会には次の機関をおくものとする｡ 執行委員の間で互選し各局に委員を選出し, 任

務を執行する｡

１ 書記局 (諸会議の記録・報告にあたる)

２ 会計局 (執行委員会, 学内団体の予算・決算の作成及び執行委員会の出納に関わる)

３ 広報局 (資料・看板等の作成にあたる)

４ 渉外局 (関連団体との連絡・調整にあたる)

第６章 評議委員会

第21条 評議委員会の権限並びに責任は次の通りである｡

１ 執行委員会を監査し助言する｡

２ 学生総会の開催が必要と認められた場合, 委員長にこれを要求する｡

３ 選挙に関すること｡

第22条 評議委員会は次の役員によって構成される｡ 委員長は評議委員の中で互選して決定される｡

委 員 長 １名

評議委員 若干名

第23条 評議委員の責任は連帯責任とする｡

第24条 評議委員会役員の任期は役員選挙が終了した次の日から１年とする｡

第25条 評議委員会は次の場合に委員長が招集しなければならない｡

１ 委員長が必要と認めた場合

２ 執行委員会委員の３分の１が必要と認めた場合

３ 評議委員会委員の３分の１が必要と認めた場合

第７章 選挙管理委員会

第26条 選挙管理委員会は執行委員並びに評議委員選出のため行われる選挙を公正かつ適正に行うこ

とを目的とする｡

第27条 選挙管理委員会は各クラスから選出された選挙管理委員によって構成され任務は次の通りで

ある｡

１ 執行委員, 評議委員の立候補の受付

２ 執行委員, 評議委員選挙の運営 (リコール選挙も含む)

３ 学長及び学類長選挙意向投票業務

第８章 学生生活向上委員会 (クラス代表者会議)

第28条 学生生活向上委員会は授業, 学内施設, その他本学が抱える問題を調査・検討し, 大学及び
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学生に改善を要求していくことを目的とする｡

第29条 学生生活向上委員会は各クラスのクラス代表者によって構成され任務は次の通りである｡

１ 学生生活向上委員会会議への出席

２ 各クラスにおける授業, 学内施設に関するアンケート等の実施

３ 学内行事 (クリーンキャンパス・大学説明会など) ヘの参加

４ その他学生会に関すること

第30条 定期学生総会終了後, 学生生活向上委員会を中間決議機関 (教育学部生の意思決定機関) と

して採用することができる｡

第９章 学 内 団 体

第31条 第３条第１項に基づいて, 潤滑なサークル活動のための助言および監査を行い, 学生相互親

睦を深めると共に, サークル活動の要求実現のために統一サークル連合をおく｡

第32条 第３条第２項に基づいて, 学生が主体となった大学祭, 新入生歓迎活動を行うために大学祭

実行委負会及び学内新入生歓迎運動実行委員会をおく｡

第33条 第３条第３項に基づいて, 学生による言論・表現機関などの活動を通じ, 学生の自主的な活

動の発展のために新聞会を置く｡

第10章 会計及び会計監査

第34条 本会の経費は年会費, 入会金をもってこれに当てる｡

第35条 会員は年会費5,000円を, 入学時に４年分一括納入すること｡ なお留年生に関しては会費を

課さない｡

第36条 入会金は入会員より500円徴収する｡

第37条 納入された会費, 入会金はサークル活動の援助, 学生の自主的活動, 本会の維持に支出され

る｡

第38条 会計年度は４月１日より翌年３月31日までとする｡

第39条 会計監査は, 会計監査委員会を構成し, これを行う｡ なお, 任期は１年とする｡

第40条 会計監査委員会は, クラス代表者の中から２名選出し, これを構成する｡

第41条 会計監査委員会は, 前期末・後期末 (年度末) の２回に会計監査を実施する｡ なお会計は,

監査を踏まえた決算を学生総会にて報告し, 承認を得なければならない｡

第11章 附 則

第42条 本規約の改廃の議決は, 本会員７分の１によって成立する学生総会の４分の３以上の決定に

よる｡

第43条 本規約は1999年４月１日より施行する｡

なお, 1999年６月18日一部改正, 2000年７月12日一部改正, 2004年12月８日一部改正, 2007年７月

11日一部改正
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